
本レポートは情報の提供を目的としており、何らかの行動を喚起するものではありません。ここに示した意見は本レポート作成現在の筆者の意見を示すのみです。

データや数値の抽出範囲・基準は任意で設定している場合があります。データ・資料等については、数値等の誤りが含まれている可能性があります。本レポート

に基づき、お客様が投資のご判断をされた結果生じた損害・損失については当行は一切責任を負いません。投資や資金運用に関する最終決定は、お客様ご自身で

判断されるようお願い申し上げます。本レポートの全部または一部の無断コピー・転載はご遠慮頂きますようお願い申し上げます。 

 

 

お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 44,93 44,97 +0,04 44,30 +0,67

USD / BRL Spot BRL 2,1851 2,1904 +0,0053 2,2170 -0,0266

USD / JPY Spot JPY 98,19 98,51 +0,32 98,27 +0,24

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 54.539 54.173 -366 52.338 +1.835

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 165,3 166,3 +1,0 176,0 -9,7

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,48 11,50 +0,02 11,58 -0,08

DI Future Apr14（金利先物） % 9,96 9,97 +0,01 9,64 +0,33

3 Months US Dollar Libor % 0,237 0,242 +0,005 0,249 -0,007

CRB Index（国際商品指数） Index 280,6 280,0 -0,6 285,5 -5,5

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー
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Indicator Unit 10月29日

昨日のドルレアルスポット相場はＦＯＭＣ声明で緩和策縮小前倒しの可能性が生じたためレアル安となる
展開でした。朝方は来月初満期のスワップがおよそ２９億ドル分ロールオーバーされないこととなったため
前日比レアル安の２．１８台後半から始まりました。その後も２．１９台前半へレアルは売られましたが、
ＦＯＭＣ声明発表を控えて米経済への不透明感が強調されるとの思惑からドルは反転下落し、２．１８台
前半での取引となりました。しかし、発表された声明文では労働市場の改善認識を示したことなどから
緩和策縮小前倒し観測が台頭したため、ドルは急騰し一時２．１９台半ばで取引されました。その後は
もみ合いとなり結局２．１９近辺で引けています。

ルセフ大統領が中銀の独立性を強化する法案に反対しているとの報道が流れています。この法案は中銀
の理事に一定の任期を与えることを目的として議会の承認なしに大統領が中銀の理事会メンバーを解任
することを阻止するものです。これはブラジルの信認を損なわないために必要な措置であるとＯＥＣＤが
指摘していたもので市場の認識も同じであると言ってよいでしょう。中銀の金融政策に政府の圧力が
かかっているとの懸念は従来から指摘されていたものですが、この懸念が消えることは当面なさそうです。
政策金利が二桁の大台に乗ることを控えて政府から形を変えたプレッシャーが中銀にかかっています。
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